


平成 28・29・30 年度　基地内遺跡ほか発掘調査事業　

─ 西普天間住宅地区返還跡地内予備調査─

宜野湾市文化財調査報告書  第58集

基地内埋蔵文化財調査報告書８

２０２２（令和４）年３月

沖縄県 宜野湾市教育委員会











序

　本報告書は、平成 28 年度から平成 30 年度にかけて宜野湾市教育委員会

が実施した西普天間住宅地区内の分布調査及び試掘・確認調査の成果報告

であります。当該地区は平成 27 年 3 月にキャンプ瑞慶覧より返還された

地区で、普天間、安仁屋、新城、喜友名に跨る地域となっております。基

地建設のために強制的に接収された上記地域の土地には、宅地や田畑、先

祖の墓や拝所など人々の生活の根幹に関わるものがありましたが、そのほ

とんどが基地建設による開発や造成工事によって消失しました。

　しかしながら、地区西側に位置する新城、喜友名の斜面緑地については、

今回の予備調査によって基地として接収された後も大規模な地形改変は行

われず、戦前来の旧地形が良好に残されていることが確認されました。特

に喜友名ナナヌカー古湧泉の一つである「喜友名ミーガー古湧泉」は、石

積みの残存だけでなく現在も樋口から水が湧き出していることが判明いた

しました。

　今回確認された文化財は、基地建設に伴う造成工事などから辛うじて消

失を免れた貴重な文化財であるとともに、宜野湾市の歴史を語る上で欠く

ことのできない重要な文化遺産であります。これらの文化財を将来の子ど

も達に残し、継承していくことが重要であります。

　今回の調査成果が広く市民の歴史的教材ないしは文化財の保護・活用の

資料として活かされ、歴史学等の学術資料として御利用いただければ幸い

です。

　末尾になりましたが、調査にご協力いただいた宜野湾市軍用地等地主会

をはじめ、沖縄防衛局並びに関係部署の皆様に対しまして厚く御礼申し上

げます。また、多大なご指導を賜りました文化庁文化財部、沖縄県教育庁

文化財課、沖縄県立埋蔵文化財センター並びに貴重なご指導・ご助言を賜

りました市文化財保護審議会の先生方、その他関係各位に対しまして心か

ら感謝申し上げます。

　2022（令和４）年 3 月

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県　宜野湾市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教育長    知　念　春　美



例　言

１．本報告書は、宜野湾市教育委員会が国の補助（文化庁国庫補助）を受けて、平成 28 ～ 30 年度に実施

　　した西普天間住宅地区返還跡地における予備調査（表面踏査、試掘・確認調査）の成果を所収したも

　　のである。

２．現地調査にあたっては、宜野湾市軍用地等地主会、沖縄防衛局返還対策課の協力を得た。

３．発掘調査並びに本文中における遺跡の基準方位は、国土座標系（旧座標系）第ⅩⅤ座標系の座標北を用い、

　　層位・遺構は海抜高（那覇）を基準とした高さである。

４．本書に掲載した地図は、基本的に宜野湾市都市計画課発行の都市計画図（1：2500）を使用しており、

　　他の情報図については、宜野湾市教育委員会が管理・運営している GIS データを主に使用している。

５．本書で使用している土色は、農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』に準じた。

６．本書の執筆は、仲村 毅、杉村 千重美、伊野波 快、儀保 和士があたり、執筆分担は以下に記した。
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─ 1 ─

第１節　調査に至る経緯

第Ⅰ章　事業概要

第 1節　調査に至る経緯

　西普天間住宅地区は、平成 8 年 12 月に「沖縄に関する特別行動委員会」（SACO）の最終報告におい

て返還が合意されたキャンプ瑞慶覧の一部であり、平成 25 年 4 月に日米両政府が共同発表をおこなっ

た「沖縄における在日米軍施設・区域に関する統合計画」の中で「必要な手続きの完了後に速やかに返

還可能となる区域」とされ、平成 27 年 3 月 31 日に返還された。

　当該地区の跡地利用に向けて「跡地利用基本計画」の検討や宜野湾市、宜野湾市軍用地等地主会、沖

縄県、沖縄総合事務局、沖縄防衛局による「キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）の跡地利用協議会」

が平成 25 年度から開催されるなど、返還後の跡地利用に関する様々な取り組みが協議された。沖縄防

衛局は「沖縄県における駐留軍用地跡地の有効かつ適切な利用の推進に関する特別措置法」に基づいて、

地権者への土地の引渡し前に土壌汚染調査や不発弾探査などの支障除去措置を実施することとなり、こ

れに先立ち、当該地区に所在する埋蔵文化財の分布状況や範囲、性格等を把握することが急務となった。

・試掘調査の開始と県への支援要請

　宜野湾市教育委員会（以下、「市教委」）では、上述した支障除去措置やその後の跡地利用計画におけ

る諸開発工事に対して埋蔵文化財の保護調整を円滑に進めるため、平成 26 年度から試掘調査を実施し

た。同年 11 月に沖縄県教育委員会（以下、「県教委」）へ試掘・確認調査の支援要請を行い（平成 26

年 11 月 11 日付、宜教文第 254 号）、平成 27 年度から平成 28 年度にかけて県教委によって延べ 134

箇所の試掘・確認調査が実施された。市教委では、当該地区ハウジングエリアを中心に平成 27 年 7 月

から平成 28 年 2 月にかけて 195 箇所の試掘調査を実施し、新城大道原第一遺跡、新城大道原第二遺

跡、新城大道原第三遺跡、喜友名山川原第八遺跡、喜友名山川原第九遺跡、喜友名山川原第十遺跡の 6

遺跡を新規の遺跡として発見した。

・斜面緑地の予備調査について

　当該地区の西側には急峻な崖地と湧水によって形成される湿地帯が広がっており、米軍基地の中でも

土地利用の難しさからか、大規模な改変はされず、戦前来の旧地形が比較的良好な状態で残されている

貴重な地域となっている。主に喜友名区内に所在する緑地帯については、市の跡地利用計画の中で幹線・

補助幹線道路及び住宅地区としての利用が計画されており、ハウジングエリアと同様に文化財の分布状

況を把握することが喫緊の課題となっている。　

　平成 28 年度以降、市教委では予備調査と緊急発掘調査を同時並行で進めなければいけない状況と

なったため、斜面緑地の試掘調査について引き続き県教委及び県立埋蔵文化財センターに協力を要請

した。市教委は斜面緑地の南側から西側にかけての表面踏査と喜友名山川原第四遺跡及び未だ位置が

特定されていない新城シンバルガー古湧泉と喜友名ミーガー古湧泉並びに遺構等の残存状況が判然と

しない喜友名グスクの試掘調査を実施した。平成 29 年度は当該地区の北端に位置する喜友名下原第

三遺跡の試掘調査を実施した。平成 30 年度は喜友名ミーガー古湧泉の範囲確認調査と平成 28 年度の

調査で確認できなかった新城シンバルガー古湧泉の位置確認、喜友名山川原第四遺跡の追加の試掘調

査を実施した。
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　本報告は、平成 28 年度から平成 30 年度に実施した西普天間住宅地区返還跡地（旧キャンプ瑞慶覧）の

埋蔵文化財予備調査の成果をまとめたもので資料整理及び報告書作成は平成 31 年度～令和３年度にかけて

実施した。調査体制は以下のとおりである。

　　事業主体　　　　　　沖縄県宜野湾市教育委員会

　　事業責任者

　　　　教育長　　　　　知念春美（平成 28 年度～令和３年度）

　　事業総括

　　　　教育部長　　　　島袋清松（平成 28・29 年度）、比嘉　透（平成 30・31 年度）、嘉手納貴子（令

　　　　　　　　　　　　和 2・ 3 年度）

　　　　教育次長　　　　伊佐英明（28 年度）、桃原忍子（平成 29・30 年度）、真喜志若子（平成 31 年

　　　　　　　　　　　　度～令和３年度）、

　　事業事務

　　　　文化課長　　　　比嘉　洋（平成 28 年度～令和２年度）、津波古良幸（令和３年度）

　　　　文化財保護係長　吉村　純（平成 28・29 年度）、仲地真俊（平成 30 年度～令和 2 年度）、

　　　　　　　　　　　　比嘉高志（令和 3 年度）

　　　　同係担当主査　　長濱健起（平成 31 年度～令和３年度）

　　　　同係主任主事　　伊藤　圭（平成 29 年度）、長濱健起（平成 28 ～ 30 年度）、　

　　　　　　　　　　　　仲村　毅（平成 28 年度～令和 3 年度）、金城りお（平成 31 年度～令和 3 年度）

　　　　同係主事　　　　来間千明（平成 28・29 年度）、金城りお（平成 29・30 年度）、末吉飛鳥（令和 2・

　　　　　　　　　　　　3 年度）

　　　　文化財保護指導嘱託員（平成 28 年度）

　　　　　　　　　　　　天久瑞香、伊波晴美、杉村千重美、　翁長和佳子、池原悠貴、崎濱比カ理　　　

　　　　文化財保護臨時職員（平成 28 年度～平成 31 年度）

　　　　　　　　　　　　吉田正志、知念和伸、上江洲由昇、前田和枝、杉村千重美、伊波晴美、　　　

　　　　　　　　　　　　崎濱比カ理、翁長和佳子、新垣裕美、譜久島宏美、謝花良次

　　　　会計年度任用職員（令和 2・3 年度）

　　　　　　　　　　　　杉村千重美、伊波晴美、翁長和佳子、新垣裕美、上江洲由昇、野中靖夫

　　調査指導及び調査協力

　　　　調査指導及び調査協力者として以下の方々に指導、協力を頂いた。（所属・役職等は当時）

　　宜野湾市軍用地等地主会

　　　　又吉信一（会長）、佐喜眞祐輝（喜友名評議員）、呉屋　宏（新城評議員）、仲村　廣（安仁屋評議員）、

　　　　宮城正秀（普天間評議員）、當山武弘（監事）

　　

第２節　調査体制

第２節　調査体制
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第Ⅰ章　事業概要

　　沖縄防衛局

　　　　辻　吉巳（管理部部長）、重政武輝（管理部返還対策課課長）、阿部正和（管理部返還対策課課長補

　　　　佐）、　仲間勝之（管理部返還対策課課長補佐）、大嶺正之（管理部返還対策課係長）、古謝　哲（管

　　　　理部返還対策課係員）、幸松秀典（管理部返還対策課課長補佐）東江義哉（管理部返還対策課係長）、

　　　　南　瑛稀（管理部返還対策課係長）

　　文化庁文化財部記念物課

　　　　川畑　純（平成 28 年度調査指導）、山下信一郎（平成 29 年度調査指導）

　　

　　沖縄県教育庁文化財課及び沖縄県立埋蔵文化財センター

　　　　金城亀信、濱口寿夫、上地　博、中山　晋、瀬戸哲也、新垣　力、羽方　誠、知念隆博、大堀皓平、

　　　　宮城淳一、　具志堅清大、南　勇輔

　　宜野湾市文化財保護審議会（平成 28 年度～令和３年度）

　　　　赤嶺政信（琉球大学名誉教授）、新垣義夫（普天満宮宮司）、池田榮史（國學院大學教授）、　大城逸朗

　　　　（おきなわ石の会会長）、　恩河　尚（沖縄国際大学非常勤講師）、崎浜　靖（沖縄国際大学教授）、

　　　　嵩元政秀（沖縄考古学会元会長）、田名真之（沖縄国際大学教授）、波平エリ子（沖縄女子短期

　　　　大学准教授）、比嘉悦子（沖縄県文化財保護審議委員）、福島駿介（琉球大学名誉教授）、宮城弘樹（沖

　　　　縄国際大学准教授）

　　委託業務

　　　　発掘調査支援業務：三興コンサルタント株式会社（平成 28・30 年度）

　　　　発掘調査支援業務：株式会社イビソク宜野湾営業所（平成 28・29 年度）

　　　　磁気探査業務：株式会社ニーズ・エンジニアリング（平成 28 年度）

　　　　自然科学分析業務：パリノ・サーヴェイ株式会社沖縄支店（平成 28・30 年度）

　　　　遺物実測業務委託：三興コンサルタント株式会社（令和３年度）


































































































































































































































































































